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平成 29 年度 大規模地震時医療活動訓練 ～救護所・避難所訓練～ 
大阪 JRAT 避難所支援隊 活動報告書 

 

日 時：平成 29 年 7 月 29 日（土）12 時から 15 時 45 分 

場 所：大領（だいりょう）小学校 

支援者：山木 健司（PT）、山内 芳宣（PT）、松木 明好（PT）、大黒 健太（PT）、高尾 弘志（PT）、 

岡田 雅也（PT）、大西 泰子（OT）、池本 恭子（OT）、尾谷 寛隆（PT） 

 

避難所訓練の想定内容（発災 2日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 大阪 JRAT活動者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属 職種

大阪府庁

尾立　朋子 大阪リハビリテーション医学研究会　 医師

松岡　雅一 大阪府理学療法士会　理事（災害担当） 理学療法士

冨士佳弘 大阪府理学療法士会　 理学療法士

藤井　達也 大阪府言語聴覚士会　会長 言語聴覚士

新川　健太 大阪府言語聴覚士会　理事（災害担当） 言語聴覚士

佐浦　隆一 大阪リハビリテーション医学研究会代表幹事 医師

大阪JRAT代表幹事

住吉区役所

大垣　昌之 大阪府理学療法士会　 理学療法士

中野　皓介 大阪府作業療法士会 作業療法士

大領小学校

尾谷 寛隆 大阪府理学療法士会　 理学療法士

山木　健司 大阪府理学療法士会　 理学療法士

山内　芳宣 大阪府理学療法士会　 理学療法士

松木　明好 大阪府理学療法士会　 理学療法士

大黒　健太 大阪府理学療法士会　 理学療法士

高尾　弘志 大阪府理学療法士会　 理学療法士

岡田　雅也 大阪府理学療法士会　 理学療法士

大西　泰子 大阪府作業療法士会 作業療法士

池本　恭子 大阪府作業療法士会 作業療法士

大阪JRAT活動者名簿
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活動時系列 

（記載名称についての取り決め：JRAT；大領小学校大阪 JRAT 隊員 9 名、区本部；住吉区役所本部、委員会；避難所運

営委員会（現地本部）、コントローラー；本訓練の助言者（DMAT など）、冨岡；大阪 JRAT 事務局長） 

時刻 発 受 活動内容 記録 

11：50 

 

 

 

 

 

12：00 

 

 

12：05 

 

 

 

 

12：20 

 

 

 

12：25 

12：45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JRAT 

 

 

 

 

 

JRAT 

 

 

区本部 

 

 

 

 

尾谷 

 

 

 

JRAT 

JRAT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区本部 

 

 

JRAT 

保健師 

 

 

 

JRAT 

 

 

 

 

保健師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・住吉区役所前に活動者集合 

住吉区役所配置：大垣 PT、中野 OT；2 名 

大領小学校配置：山木 PT、山内 PT、松木 PT、

大黒 PT、高尾 PT、岡田 PT、大西 OT、池本 OT、

尾谷 PT；9 名 

計 11 名が集合し、それぞれ自己紹介 

・住吉区役所本部（4F）に大垣、中野が挨拶 

・尾谷が区本部に挨拶、大阪 JRAT として避難所

活動隊 9 名が参集していることを報告 

・区本部から大領小学校避難所アセスメントおよ

びリハビリテーション支援の指示を授受 

・本部から大領小学校避難所担当の保健師を紹介 

・清水保健師、菅野保健師、重成保健師と挨拶し、

現地（大領小学校避難所）集合を確認 

・尾谷から隊員に対して、大領小学校避難所活動の

指示を受けたこと、保健師 3 名と共に活動を行う

ことを伝達。さらに徒歩で大領小学校へむかうこ

とを伝達 

・大阪 JRAT（9 名）大領小学校へ出発 

・大領小学校到着（保健師 3 名と合流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 MAP 

 

 

 

 

 

 

 

 図 徒歩で避難所へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 校舎配置 

大領小学校 

住吉区役所 
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12：55 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：08 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：25 

 

 

 

 

JRAT 

 

JRAT 

 

 

 

 

 

 

保健師 

JRAT 

 

 

 

 

 

 

 

 

JRAT 

保健師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コント

ローラ

ー 

 

 

保健師 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健師 

JRAT 

 

 

 

・保健師と大阪 JRAT、自己紹介後にミーティング

（家庭科室）  

・役割決定 

委員会担当：清水保健師、尾谷 

避難所現場担当：大阪 JRAT は 2 名ずつ 4 班 

 ●山内 PT、池本 OT 

 ●山木 PT、岡田 PT 

 ●大黒 PT、高尾 PT 

●松木 PT、大西 OT 

・避難所運営委員会（3-2 教室）受付に挨拶 

・住吉区役所からの指示に則り、避難所支援として

保健師と大阪 JRAT が来所したことを報告 

・運営委員会から「JRAT とは何のこと？」 

との質問を受け、「JRAT とは、リハビリテーショ

ンの職種からなる団体であり、避難所の生活環境

などのアセスメントを行うこと、避難者の身体状

況のアセスメント行うこと、必要に応じてリハビ

リテーション支援を行うことができます」と尾谷

が説明 

（区民の方々での運営のため、運営委員会役割や

実際すべきことが混乱し、全く収集がつかない状

況であったため、保健師と大阪 JRAT は隣室（3-3

教室）で待機） 

・保健師が準備した「避難所避難者の状況 日報」

（別添資料参照）書類および「避難者カード」書類

の原本を共有 

・保健師が委員会事務局から受け取った「避難者カ

ード」を元にそれぞれの班員が手分けして集計し、

「避難所避難者の状況 日報」に記入した 

・避難概数、44 世帯、101 名 

・当初、体育館が避難所の予定であったが、熱中症

の危険性が高いため、急遽、教室に変更したとの情

報入手し、伝達 

・コントローラーの助言もあり、清水保健師、尾谷

は避難所運営委員会のサポートを実施 

●区の住民の方々のため、避難所の組織および対応

手順・事項が認識できず手付かずの状態であった 

●事務局のサポートは主に清水保健師が対応 

 

 

 

 

 

 

 

 図 保健師とのミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 避難所運営委員会組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 避難所避難者の状況 日報 

   （別添資料参照あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 図 避難者カード 
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13：25 

 

 

 

 

 

 

13：32 

 

13：37 

 

13：39 

13：40 

 

 

13：42 

13：43 

13：45 

 

13：50 

 

 

13：54 

 

 

 

 

14：02 

14：07 

 

14：08 

 

 

 

14：11 

14：13 

 

 

尾谷 

 

 

 

 

 

 

山木 

 

委員会 

 

JRAT 

保健師 

 

 

保健師 

避難所 

保健師 

 

委員会 

 

委員会 

山内 

 

 

 

 

山内 

災害対

策本部 

尾谷 

 

 

 

冨岡 

松木 

 

 

大垣 

 

 

 

 

 

 

尾谷 

 

JRAT 

 

 

委員会 

 

 

委員会 

保健師 

避難所 

 

区役所 

 

 

高尾 

 

 

 

 

尾谷 

委員会 

 

大垣 

 

 

 

JRAT 

委員会 

●各部、救護部、管理部、物資部などのサポートは

尾谷が対応 

・電話、尾谷「9 名隊員いるが、避難所でアセスメ

ントを行っている者、運営委員会内部でサポート

している者、9 名全員がフル活動している。ライン

を確認する余裕も全くない。情報を伝達する、ライ

ンを発信することなど無理な状況である。必要な

情報は直接電話での伝達にして欲しい。」大垣「了

解、電話での伝達とする。」 

・アレルギーミルク 0 歳の女児、アレルギーミル

クがない 

・避難運営委員会 再開 

・避難所のアセスメント開始 4 班活動開始 

・避難所アセスメントの状況報告処理困難 

・避難所部屋がばらばらの状況（避難所が急遽教室

に変更になったため）、区割りについて避難所運営

委員会に報告 

・重度心身障がい者 8 歳、人工呼吸器を要請 

・統合失調症の患者、調子が悪い為薬品必要 

・避難所、高齢者ゾーンの現状確認、避難所変更し

ている状況 

・避難所運営委員会から区役所本部に代謝ミルク

要請 

・避難所運営委員会の救護部を 1 班増加 

・環境アセスメント：洗濯機、冷蔵庫、調理設備な

し 

・トイレ使用可能、１F：男性２、女性５、２F：

男性２、女性５ 

・生活環境は OK、マットは 8 枚のみ 

・体育館のアセスメント、現状行うことはない 

・アルファ米、携帯トイレ他、到着 

 

・「大垣小学校の支援、JRAT9 名がフル活動のた

め、明日以降は増員（3 名）を要望」「医療的ニー

ズは多いが、医師不在、看護師不在であり医療的判

断ができていない、特に医師の派遣を要望」 

・老人福祉センターへの派遣は明日朝 

・個別で確認必要な症例 3 名、個別で捜索、保健師

 

 

 

 

 

 

 

 図 避難所運営委員会室内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 JRAT 避難所内移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 JRAT 避難所アセスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対応表（避難所運営委員会） 
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14：15 

 

14：24 

 

 

14：25 

14：29 

 

14.34 

 

 

 

14：41 

14：42 

14：43 

14：46 

14：47 

14：54 

 

 

14：57 

15：01 

15：02 

15：03 

 

15：05 

 

15：10 

 

 

15：15 

 

 

 

 

 

 

 

保健師 

 

大垣 

 

 

JRAT 

冨岡 

 

委員会 

 

 

 

大垣 

冨岡 

委員会 

JRAT 

委員会 

AMAT 

 

 

松木 

大黒 

冨岡 

尾立 

 

委員会 

 

JRAT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会 

 

尾谷 

 

 

救護室 

 

 

救護室 

 

 

 

尾谷 

大黒 

 

尾谷 

 

救護室 

 

 

高尾 

尾谷 

JRAT 

JRAT 

 

救護室 

 

尾谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ報告 

・72 歳男性 胸痛、冷感、歩行困難なため救急搬

送必要、要請 

・AMAT 区役所 出発 

・高齢者：51 名、乳児：2 名、障害者：2 名、アレ

ルギー4 名、認知症：：2 名 

・72 歳男性 救護室へ 

・活動本部を大阪医大に変更、宿泊は愛人会リハ病

院 

・アレルギー食入手可能 14:45 到着 

・人工呼吸器使用の 8 歳重度心身障がい者を南大

阪小児リハビリテーション病院へ自家用車にて搬

送、自家用車の確認 

・明日は JRAT３名追加 

・熱中症の方がいないかどうか確認してください 

・薬剤師２名到着 

・JRAT 個別確認 必要物品はなし 

・AMAT６名到着、救護所へ案内 

・妊婦の状況 

・救護室にて診察 ３２週、腹痛、嘔気あり 出血

なし 診察後、再度連絡する 

・現状、JRAT のニーズはなし 

・WGBD 厳重注意状況 室内 35℃ 

・帝塚山リハ病院 15 名の宿泊可能 

・全大阪の避難所の状況を確認中 地域医療総務

班と連携中 

・72 歳胸痛男性 府立救護班 30 分後に到着 

・妊婦に関しては、府立 C へ救急搬送 

・避難所（各教室）は落ち着いている。 

・救護室の案件は AMAT の指示に従い、対応でき

ている 

【委員会の振り返り】 

運営委員、コントローラー、保健師、JRAT が 3－

2 教室に参集し、それぞれの代表がコメント 

救護部：流れがわからない。何をどうしたらいいか

わからないので図などがほしい。実際の動き方を

自治体と調整していく必要性あり。 

JRAT：として指揮命令系統が整っていない状態で

 

 

 

 

 

 

図 避難所運営委員会運営管理 

部サポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 処置表（避難所運営委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 図 AMAT 到着 避難所運営委 

員会で受付 

 

 

 

 

 

 

 

 図 災害用仮設トイレ 
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15：30 

 

 

 

15：45 

 

 

15：50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった。ニーズがわかりはじめてからは動きやす

かった。JRAT 隊員が本部の仕事を手伝うことも必

要であったのではないか？ 

管理部：仕事量が多い。どのように振り分けを行う

のかわからなかった。避難者家族ではなく、避難者

のみのカードが欲しい。 

委員長：受付けカードの簡略化が必要。組織図が掴

めていなかった。仕事が分からなかった。 

市職員：自分たちで考えて、どのように体制づくり

をしていくか。 

【訓練の総括】 

訓練の参加者全員が体育館に参集 

本訓練の企画、実動の代表がコメント 

 

【平成 29年度 大規模地震時医療活動訓練 終了】 

・JRAT メンバーはアンケートに回答し提出 

 

・解散 

 

 

 

 

 

 

 図 委員会の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 図 訓練の総括（体育館） 

 

 

 

 

 

 

 図 大阪 JRAT 集合 

    文責：尾谷 寛隆 
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（別添資料） 

避難所避難者の状況 日報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


